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 第 　身近な犯罪・事故の特徴と対策第 　身近な犯罪・事故の特徴と対策３３
 

 
 

 (1) 令和６年中の犯罪情勢　

令和６年中、道内における刑法犯認知件数は２万2,714件（前年比+482件）と増加傾向にあ

り、自転車の盗難が多発したほか、子供や女性が被害者となるわいせつ事件も後を絶ちませ

んでした。これらの犯罪は、誰もが被害に遭う可能性がありますので、他人事とは思わず、

 一人一人が高い防犯意識を持って自ら被害防止に努めることが大切です。

 

 

 

  発 生 傾 向

 ◆　窃盗犯のうち、自転車盗は約４割を占めています。

◆　無施錠の被害が半数以上を占めており、児童・生徒等（小学生、中学生、高校生、

 　大学生及び専門学生）の被害が約６割を占めています。

  被害防止のポイント

 ◆  短時間の駐輪でも必ず施錠しましょう。

 ◆　駐輪時は補助錠を併用しましょう（ツーロック 。）

 ◆　路上には放置せず管理された駐輪場を利用しましょう。

 ◆　自転車に防犯登録をしましょう。

 

 

  発 生 傾 向

 ◆　道路・公園等の屋外の被害では、夕方から深夜に多く発生しています。

 ◆　16歳未満の子供の被害は、約３割を占めています。

 被害防止のポイント

 ◆　イヤホンで音楽を聴きながら、スマートフォンや携帯電話を操作しながらの

 　いわゆる「ながら歩き」はやめましょう。

 ◆　夜間の一人歩きは極力避け、人通りが多く、明るい道を通りましょう。

◆　玄関に入って施錠するまで後方を見るなど周囲を十分警戒しましょう。

 

 

 

   発 生 傾 向

  ◆　住宅を対象とした侵入強盗・侵入窃盗(空き巣、忍込み、居空き等）のうち、玄関や

  　窓の無締りの被害が最も多く、約５割を占めています。

  ◆　住宅を対象とした侵入窃盗のうち、空き巣が約８割を占めています。

 

自転車盗　 

不同意わいせつ   

侵入強盗・侵入窃盗　 
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 被害防止のポイント

 　　　　　◆　わずかな時間の外出でも確実に玄関、窓の施錠をしましょう。

 ◆　在宅時も玄関の施錠をし、来訪者が来ても、すぐにドアを開けずにインターホ

 　ン、ドアスコープで相手を確認しましょう。

 ◆　在宅時に荷物の配送などがあった場合でも、非対面で荷物を受け取る「置き配」

 　を活用しましょう。

 　　　　　◆　防犯性能の高い建物部品やガラス用防犯フィルム等を活用しましょう。

           ◆　警報装置、防犯カメラ、センサーライト等の防犯機器を設置しましょう。

 

  発 生 傾 向

 ◆　被害の約７割が無施錠の車両です。

◆　住宅の敷地内・駐車場における被害が約６割を占めています。

         　◆　現金以外にも、バッグ・財布、クレジットカード・キャッシュカード等の被害が

 　　　　　　多くなっています。

  被害防止のポイント

 ◆　車内にバッグ等の荷物を置いたままにしないようにしましょう。

 ◆　明るくて管理された駐車場を利用しましょう。

 ◆　車両は車庫等に入れて出入口を施錠しましょう。

 ◆　警報装置、防犯カメラ、センサーライト等の防犯機器、駐車監視機能付きのドラ

 　イブレコーダー等を活用しましょう。

 

 

  発 生 傾 向

◆　住宅の敷地内・駐車場における被害が約４割を占めています。

 　　　　  ◆　ナンバープレート、タイヤ・ホイール等の被害が多くなっています。

   被害防止のポイント

 ◆　明るくて管理された駐車場を利用しましょう。

 ◆　車両は車庫等に入れて出入口を施錠しましょう。

 ◆　盗難防止ネジやナットでホイール、ナンバープレート等を固定しましょう。

 ◆　警報装置、防犯カメラ、センサーライト等の防犯機器、駐車監視機能付きのドラ

  　イブレコーダー等を活用しましょう。

車上ねらい　 

部品ねらい　 






















